






降は 70 万人前後で推移していたが，昭和 50 年代
後半から増加傾向となり，平成 15 年以降は 100
万人台となっている．平成 20 年の年間死亡数は，
114 万 2407 人であり，前年から３万人以上増えて



































また，東京大学では 2002 年から 2006 年までの 21



























































わが国の自殺者数は，平成 10 年以降 12 年連続し
て３万人を上回り，平成 21 年は３万 2845 人で
あった．この状況に政府もようやく動きだし，平
成 18 年６月には自殺対策基本法を成立させて，
自殺の防止及び自殺者の親族等への支援の充実を
図るなど，自殺対策を推進している．
遺族ケアは，グリーフケアや死別ケアとも呼ば
れ，近年さまざまな取り組みが展開されつつある．
今回取り上げるセルフヘルプ・グループ以外にも，
緩和ケア領域での取り組みをはじめ，葬儀社によ
る活動，インターネットを活用した取り組みなど
もみられる．全ての遺族が，私的な関係以外の第
三者からの援助を必要としているわけではない
が，家族構造の変化や地域共同体の崩壊が進むな
か，遺族ケアの潜在的なニーズは決して小さくは
ないと思われる．
今回取り上げた話題は，本来であれば，一つ一
つを主題とした特集を組むべき非常に大きなテー
マである．本特集の各論文はそれぞれのテーマの
一断片を扱っているに過ぎないが，そこには現在
の生と死をめぐる課題を考える上での本質的で，
重要な視座が含まれていると思われる．本特集を
通じて，死生学に関する研究と実践の歩みが，一
歩でも多く前進することを願っている．
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